特記仕様書

工事名称『大病工第７号市立大洲病院直流電源装置修繕及び無停電電源装置更新工事』
令和元年６月
市立大洲病院
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１．総則

１－１　工事名称　　　　大病工第７号　市立大洲病院直流電源装置修繕及び無停電電源装置更新
工事
１－２　発注者　　　　　市立大洲病院　大洲市病院事業管理者

１－３　発注者側担当者　市立大洲病院　管理部事務課　三瀬惇平　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１－４　工事場所　　　　愛媛県大洲市西大洲甲５７０番地
　　　　　　　　　　　　市立大洲病院内　２箇所
１－５　工期　　　　　　着工　　契約日翌日　～　

　　　　　　　　　　　　完成　　令和元年１２月２７日
１－６　工事概要　　　　①直流電源装置（制御用）部品交換　１式
　　　　　　　　　　　　②UPS（30kVA）装置更新　　　　　１式
　　　　　　　　　　　　※５．現況図面等参考資料を参照。
１－７　施行条件
①　本工事に関して、「監理技術者」を配置すること。

②　本工事に関して、「蓄電池設備整備資格者」を専任で配置すること。

③　過去に、日本国内において、100床以上の病院での蓄電池設備の修繕又は更新を含む工事を元請けとして完了した実績を有すること。（共同企業体の構成員としての実績は、出資比率が２０％以上の場合のものに限る。）
④　既設UPS切替操作・直流電源装置の部品交換に携わる技術員は、メーカー（旧：新神戸電　機㈱、現：日立化成㈱）の教育を受けた者とする。

２．一般共通事項

２－１（適用範囲）　本特記仕様書は、市立大洲病院が発注する「大病工第７号　市立大洲病院直流電源装置修繕及び無停電電源装置更新工事」に適用する。

　　　　　　　　　　なお、本仕様書に記載無き事項については範囲外とし、本工事は２箇所１本発注とする。

２－２（適用規格）　本特記仕様書に記載の装置は、次の規格に準拠するのもとする。

　　　　　　　　　　ＪＩＳ、ＪＥＣ、ＪＥＭ、電池工業会規格（SBA）
　　　　　　　　　　納入する製品は、本案件発注後の製造年月且つ新品の製品であること。

２－３（目的）　　　市立大洲病院に納入された蓄電池設備は、設置から期待寿命以上の年数が　　経過し、蓄電池設備の老朽化が著しいことから、部品交換・更新を行い、　　　　　　　　　　非常時に万全な対応ができるために整備を図ることを目的とする。

２－４（工事の範囲）・工事の範囲は、本特記仕様書に基づく蓄電池設備の改修・更新、及び現地試
験、既設直流電源装置・既設/新設UPSの操作及び調整・設定までの一切と
する。

・本工事での既設・新設UPS及び直流電源装置の切替操作、及び調整・設
定は必ず行い、メーカーからの承認を受けた後、工事前の状態と同様に戻
すこととする。

　　　　　　　　　　・直流電源装置の部品交換、既設UPS（内蔵鉛蓄電池含む。）の廃棄は、「廃棄物処理法第十五条の４の３　産業廃棄物の広域的　処理に係る特例」により環境省から認定を取得した業者における広域認定制度に則った処理を行い、簡易管理表を提出すること。
　　　　　　　　　　
２－５（工事の場所）工事場所は、愛媛県大洲市西大洲甲５７０番地　市立大洲病院
　　　　　ＲＦ階電気室内（2設備）とする。

２－６（完成図書）　完成図書は、維持管理・運転操作に必要な次の各号について記載し、３部製本する。
1）　前項に掲げるものの完成図面
2）　装置の取扱説明書

　　　　　　　　　　3）　製造元試験成績書（UPSのみ。直流電源装置部品は除く。）
　　　　　　　　　　4）　現地作業報告書

　　　　　　　　　　5）　製品保証書
　　　　　　　　　　6）　産業廃物の簡易管理表
２－７（保証）　　　本装置の保証期間は、完成検査終了後１年間とし、この期間中に発生した
故障で、受注者の責任と見なされるものについては、速やかに無償で修理するものとする。

３．整備工事仕様
３－１　仕　様

1 直流電源装置（制御用）部品交換　一式

· A0-12-120-5BD-ME
新神戸電機製　1994年9月製造　製造番号227539

· 搭載蓄電池　MSE-50-12x9個（既設流用）
· 交換箇所等は、５．現況図面等参考資料を参照。

・　既設UPS盤との列盤連結面の側板は、UPS撤去時に、直流原電装置側へ再設置をする
こと。（UPS更新工事と同日作業）
· 基本的に、負荷停止はさせない為、必要に応じて、仮設電源の設置を検討すること。

2 UPS（30kVA）装置更新　　　１式
・　201VTS-300-2MSD
　　新神戸電機製　1994年10月製造　製造番号417413
　　※入出力、負荷数量は既設と同じとすること。（1次・2次配線変更しない。）
· 寸法　　幅3100mm　奥行1000mm　高さ1900mm（+50mm）のスペースに納まる構造とすること。
※陣笠は高さに含まず、既設ケーブル入線は、全て地面ピットより入線。
· 搭載蓄電池は、制御弁式鉛蓄電池の長寿命MSEタイプとする。
※容量選定・数量（セル）は任意とするが、（停電保障時間10分間）を満足する選定とすること。

· 既設UPS撤去時は、列盤の直流電源装置側の側板を取外し、直流電源装置へ再設置とすること。
· 新設品の設置上、ピット部が露出する場合は、縞鋼板・化粧板等にて露出部を塞ぐ処理を行うこと。
· 更新工事の際は、既設UPSをバイパス給電に切替操作し、供給状態の確認を必須とし、切換は工期内の1日（別途日程打合せ）で完了出来る事とすること。

· その他は、５．現況図面等参考資料を参照。
　３－２　予備品

　　　・　必要数量　1式（メーカー標準、ヒューズ類は100%）
４．技術的説明事項
４－１．共通仕様書等　　図面及び特記仕様書に記載されていない事項については、公共建築工事

　　　　　　　　　　　　標準仕様書、公共建築改修工事標準仕様書等による。

４－２．発生材の処理　　特に指定されたもの以外は全て構外搬出とし、処理方法については関係法令に基づき処理すること、又事前に監督職員の承諾を受けること。

４－３．仮設電源　　　　蓄電池設備改修工事中は仮設電源を必要に応じて設けること。 
　　　　　　　　　　　　※UPS更新時は1日限定でバイパス給電切り替えにて対応する。

４－４．現状復旧　　　　既設部分において、工事に伴い破損等が発生した場合は、受注者の負担により復旧すること。

４－５． 工事工程　　　 工事工程表を契約後30日以内に提出し、監督職員と十分協議すること。

４－６．工事資材搬入通路　

　　　　　　　　　　　　工事資材搬入通路は、事前に監督職員と協議すること。

　　　　　　　　　　　　工事車輌等は患者の安静及び通行者の危険防止のため最徐行させること。

　　　　　　　　　　　　工事車輌等の通行により破損等の発生した場合は、受注者の負担により

　　　　　　　　　　　　現状復旧すること。
　　　　　　　　　　　　1階～RF階は、ELV使用可（寸法等は、５．現況図面等参考資料を参
照）。

４－７．断水・停電等　　断水及び停電等を伴う場合は、事前に病院担当者と協議し、病院運営に支障が生じないように計画すること。

４－８．災害・事故防止　掘削や解体撤去工事等の着手前に現地の調査を十分に行い、断線･配管破
損事故等を起こさないようにすること。

４－９．火災防止　　　　現地の火災には特に注意し、喫煙・焚火等の火気の取扱場所には、消火器等を備えた一定の場所で行うようにすること。

４－１０．工事車輌の駐車　

　　　　　　　　　　　　院内駐車場に関しては、工事車輌の駐車させる場所を病院担当者から
確認・指定を受けて駐車すること。

４－１１．その他　　　　この仕様書に定めのない事項であっても、受注者は、業務上当然行うべき事項については、発注者の指示に従うものとし、実施にあたり疑義が生じた場合は、発注者と受注者との間で協議の上決定するものとする。
５．現況図面等参考資料
　・直流電源装置（部品交換箇所、部品リスト）
　・ＵＰＳ（既設図面）
　・現地平面図
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
